
2024年 4月ウガンダで誘拐された元子ども兵と家族 141名

が拘束していた武装勢力から解放され祖国に帰還。社会復

帰のための教育が始まりました。NPO 法人の卒業生の説得

がきっかけでした。小さな子どもが人を殺すための武器を

持って兵士として戦いを強要されるのは異常です。子ども

が大人の争いに巻き込まれ、戦争の道具として戦いを学

び、戦場に送り出されてはなりません。この不信仰な曲が

った時代を真っすぐにできるのは、この愚かさに気づいた人。へりくだり、神を恐れる人です。

神の願いは、人の命を奪う剣を鋤に、槍を鎌に打ち直すこと、もう戦うことを学ばない時代が 

来ることです。イエスキリストは、平和を与えるために来られました。神との和解が与えられた、

人を通して、この壮大な神のご計画が一日も早く実現されますように。 

 

彼らはその剣を鋤に、その槍を鎌に打ち直す。 

国は国に向かって剣を上げず、もう戦うことを学ばない。

“もう戦うことを学ばない” 


